
 　当社は、人命尊重の崇高なる理念に基づき、労働安全衛生に関する法令

並びに自社の労働安全衛生管理規定を尊重し、全従業員が参画して、快適

な職場環境のもと健康で安全な企業の確立を目指す。

会社名

１、 災害防止の取り組みを経営の最重要課題として位置づける。

２、 三現主義（現場へ行って・現物を観て・現実を考える）を、普遍的な価値

判断の基準として、総力を結集して労働災害の撲滅を図る。

３、 リスクアセスメントに基づき、労働安全衛生目標を設定し、安全衛生の

継続的な改善に全従業員で取り組み、負傷・疾病の防止に努める。
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① 重篤・重大災害ゼロ

　作業手順の確認、作業変更時の対応手順厳守

機械整備についてリスクアセスメントを実施、改善措置を計画的に実践 　作業状況の把握と危険排除、二重の安全対策

安全パトロールの強化による不安全状態、不安全行動の排除 　作業開始前、作業中の安全確認

危険予知活動の充実、現地KYの実践、ヒヤリ・ハット事例・過去の事故事例周知確認 　運行許可証の取得、的確な運行経路の指示

② 輸送中・作業中の 　全員参画による安全風土造り、ゼロ災推進

交通災害ゼロ 国交省告示1366の指導及び監督の指針に基づく教育(H29年3月改正) 　ﾄﾗｯｸは社会を支える重要な仕事の誇りを持つ

　周囲の状況確認,危険の回避。医師への相談

トラック追突事故防止マニュアル　～追突事故撲滅キット～の活用 　守ろう「防衛運転」の心得10カ条実践

③ クレーン等重機による

労働災害ゼロ 旋回、走行範囲の立入禁止の徹底　誘導による走行

　クレーンオペレーターの自己安全義務

積載型トラッククレーンの転倒防止 　アウトリガー片側張出しによる転倒防止

④ 墜落・転落災害ゼロ

⑤ 第三者災害ゼロ

ｸﾚｰﾝ・車両・機械器具等のキーの盗難防止

⑥ 労働安全衛生教育訓練の充実

 により、全関係者への周知徹底

 を目指す 　喫煙状況での動機づけ支援

⑦ 快適職場形成の推進における ストレスチェック　ハラスメント防止　従業員に配慮した職場環境造り 　メンタルヘルス対策　専門医への相談

重点実施事項 過重労働防止対策、健康起因(狭心症・脳梗塞・糖尿病・SAS等)防止指導展開 ○ 　現場内私病発症への対応強化

定期健康診断有所見者の改善対策の実践 　定期健康診断後の再検査、要治療への指導

　年間行事 ○
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○

○

○
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経営者・安全管理者 　月１回現場の自主パトロールの実施

安全衛生推進委員会（川田工業㈱富山工場） 毎月最終木曜日 経営者・安全管理者 　月毎の自主活動、5S活動の明示

年末の交通安全県民運動 　12/11～12/20

現場災害防止協議会（元請各社への参加） 各現場月１回

　12/1～1/31、3/1～3/31

　4/6～4/15

安全大会（元請各社への参加含む） 安全管理者

全国労働安全週間（トップのパトロール） 全現場パトロール 経営者 　7/1～7/7　準備月間６月

夏の交通安全県民運動 　7/21～7/30

全国労働衛生週間（トップのパトロール） 全現場パトロール 経営者 　10/1～10/7　準備月間９月

秋の全国交通安全運動 運行管理者 　9/21～9/30　

春の全国交通安全運動 運行管理者

計画的な階層別教育の実施、過去のﾋﾔﾘﾊｯﾄ、事故事例の周知と事故防止 対象社員全員 安全管理者

職長、作業員

年末年始・年度末災害防止強調月間 安全管理者

労働者の健康促進を図り、体力増進を図る 対象社員全員 安全管理者

　知識・技能教育、態度教育

現場関係法令の遵守、周知徹底指導、腰痛予防体操の実施・定着 対象社員全員 職長 　技能、経験に応じた活用、エコドライブ推進

１００％実施 衛生管理者

安全管理者

長時間運転や薬の服用による体調管理に気をつける 職長、作業員

職長、作業員

墜落災害の怖さを教え、不安全行動や無理な姿勢による作業をさせない 職長、作業員 　安全措置実施義務

地盤・架空線・近隣家屋・交通状況等、周辺状況の事前確認

１００％実施

転倒防止対策をハード　ソフト両面で実践し減少を図る

墜落・転落
災害ゼロ

職長、作業員 　安全な足場の確保

墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドラインの推進、適切な器具の選定 職長、作業員 　保護具着用義務・墜落制止用器具使用確認

足場における作業の開始前点検の徹底、脚立・梯子の正しい使用

トラックの荷崩れ防止確認(荷積込時・輸送時ﾁｪｯｸｼｰﾄの活用) 途中等こまめな点検 　荷締めの再確認、指差呼称の実践

　第三者による不当使用防止

責任と権限の明確化（作業開始前に、職長・安責者は、運転者・作業主任者

クレーン等
重機災害ゼロ

ｸﾚｰﾝｵﾍﾟ・職長
　作業手順の確認

　声の掛け合い　意思の疎通

作業計画書の作成、作業開始前点検及び安全装置の動作確認 ｸﾚｰﾝｵﾍﾟ・職長

ｸﾚｰﾝｵﾍﾟ・職長

　作業員の適正配置、睡眠不足の危険把握

作業手順書の工種毎、作業毎の作成と手順書の周知徹底 職長

経営者、職長

経営者、職長

職長、作業員

職長、作業員 　欠陥のない作業足場・ﾀﾞﾌﾞﾙｾｲﾌﾃｨ完全装備

　周囲の状況を把握し危険を回避する。

交通労働災害防止のためのガイドラインの推進、ドライブレコーダーの有効活用

交通災害　ゼロ

運行管理者

行動方針
産　　　業　　　　医 ふ く の 若 葉 病 院 深　　谷　　　　　良

今井重機建設株式会社 本社工 事 担 当 責 任 者 工　　事　  部  　長 山　　田　　　　　剛

重　点　施　策 実　　　施　　　項　　　目 目　標 担　当
年間スケジュール

実施上の留意点 元請指導欄

安全衛生管理体制の強化、指揮命令系統の確立、作業主任者による監視の強化

労働災害　ゼロ

経営者 　安全衛生水準の向上、

有資格者の適正配置（免許、技能講習、特別教育）　熱中症対策の徹底 経営者、職長

２０２６年　４月　１日作成

雇 用 管 理 責 任 者  代 表 取 締 役 社 長 米　　澤　　茂　　與

店社安全衛生管理者 安 全 管 理 室 石　　黒　　人　　司

安　全　管　理　者 顧　　　　　　　　問 今　　井　　健　　勝

衛　生　管　理　者 業  　務  　担　  当 米　　澤　　祐　　彦

2026年度　（2026年4月～2027年３月）　安全衛生管理計画書
元　請

確認欄

基本方針
役　　職　　名 氏　　　　　　名

統括安全衛生管理者 代 表 取 締 役 社 長 米　　澤　　茂　　與
安
全
衛
生
管
理
体
制
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